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統合失調症の切り札「クロザピン」を安全かつ十分に届けるために

 岡山県精神科医療センター　医療技術課長　矢　田　勇　慈 

■クロザピンの適応患者さんは？
　統合失調症治療の基本はドパミン拮抗薬による薬物療法が中心です。
しかし、約３割の方は主治医の勧める薬をきちんと飲み続けていても
幻覚や妄想が取り切れずに長期入院となったり、家族の献身的な犠牲
を払って自宅療養を余儀なくされたりしています。このような難治性
の病態を「治療抵抗性統合失調症」といい、クロザピン以外に有効な
薬物エビデンスはありません。平成23年の厚労省調査では、我が国に

は入院外来合わせて推計71.3万人の統合失調症患者がいると報告されており、その３割に
当たる約21.4万人がクロザピンの適応者といわれています。

■全国の使用状況は？
　我が国では2009年（海外よりも20年程遅れた）よりクロザピンが使用可能となり、全国
475医療機関7,223人（2018年７月末日現在）の方がこの治療を受け、地域生活の光明となっ
てきました。ただし導入割合は7,223÷214,000×100≒3.4%程度であり、ほとんど適応患者
さんの元に届いていないという深刻な現状にあります。

■諸刃の剣である…
　一部で無顆粒球症や心筋炎、糖尿病性ケトアシドーシスといった精神科だけでは対応し
きれない重篤な副作用が発生する可能性があります。開始時には当センターのような登録
施設（岡山県内に12施設）において投与開始後18週間は入院管理をすること、週１回採血
検査を行うこと、必要に応じて内科や救急科と連携して副作用対応をすることなど、安全
確保のための厳格な制約があるため、精神科医にとって導入を躊躇するジレンマとなって
います。

■それでも患者中心の医療を追求する
　日本の統合失調症圏入院患者数は17.4万人と全科傷病中で最も多く、世界的にも突出し
て多いことが倫理的にも医療経済的にも問題視されています。この薬をきちんと使いこな
せるのか、我々精神科医療のあり方が問われています。
　岡山県では平成26年度より「岡山県難治性精神疾患地域連携体制整備事業」というネッ
トワーク事業を通じて、精神科同士および身体科も交えた連絡会・研究会を毎年行い、か
かりつけ医と協働しながらどの地域にお住まいの患者さんでもこの薬の恩恵を安全に享受
できるような体制を目指しています。
　本疾患に根治療法はありませんが、適切なリハビリテーションによりレジリエンスを高
め、「生き活きした生活」を取り戻してもらうための医療を追求していきたいと考えてい
ます。

※患者さんのご紹介など、詳しくは当院ホームページをご参照下さい。
　http://www.popmc.jp/

他科の先生に
知って欲しい 精神科編⑤
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平成30年度「岡山県消化管精密検診施設」
更新に関わる研究会・講演会のご案内

○第266回岡山市医師会消化器疾患研究会
　平成30年10月９日（火）19：30 ～ 21：00　岡山市医師会館１階　健康プラザ　
　　テ ー マ：超音波による消化管のスクリーニング
　　講　　師：川崎医科大学検査診断学（内視鏡超音波部門）　教授　畠　　二郎

○第420回岡山市医師会内科医会
　平成30年10月26日（金）19：30 ～ 21：00　岡山市医師会館１階　健康プラザ　
　　テ ー マ：消化器腹腔鏡手術の現状
　　講　　師：岡山市立市民病院　外科部長　佃　　和憲

○第41回地域がん診療連携拠点病院医療従事者研修会
　平成30年10月31日（水）19：00 ～ 20：00　倉敷中央病院 総合保健管理センター 古久賀ホール
　　テーマⅠ：当院の胃がん化学療法についての現状
　　講　　師：倉敷中央病院 外科　山川　達也
　　テーマⅡ：Onco-Cardiology－がんと循環器疾患を新たな枠組みで考える－
　　講　　師：倉敷中央病院 循環器内科　村井　亮介

○紹介症例検討会
　平成30年11月５日（月）19：00 ～ 21：00　社会医療法人　岡村一心堂病院　
　　テーマⅠ：胃進行癌の一例
　　講　　師：岡村一心堂病院　副 院 長　正木　裕児
　　テーマⅡ：胃進行癌の一例
　　講　　師：岡村一心堂病院　外科部長　門田　一宣
　　テーマⅢ：早期胃癌の一例
　　講　　師：岡村一心堂病院　院長待遇　實藤　隼人

○第48回岡山東部消化器内視鏡懇話会
　平成30年11月16日（金）19：20 ～ 21：00　岡山プラザホテル
　　テーマⅠ：大腸癌外科治療のトピック
　　講　　師：岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 消化器外科学　助教　寺石　文則
　　テーマⅡ：胃がん内視鏡検診の現状と課題　～鳥取県、米子市の導入後の展開を含めて～
　　講　　師：独立行政法人労働者健康安全機構 山陰労災病院 消化器内科　顧問　謝花　典子

※ 他に更新に関わる研究会等の認定希望がございましたら、岡山県医師会事務局までお早めに
ご相談ください。

お知らせ


